数学科 学習指導案
　　　　　　　　　　　　
1　単元名
「文字と式」
2  単元目標
①　文字や文字式の働きとその表し方を理解する。

2 文字式の計算の仕方を理解し、それらの計算が出来る。

③　色々な数量を文字で使った式で表したり、文字を使った式の意味を理解する。

④　１次式と数の乗法、除法、1次式同士の加法、減法が出来る。

３　生徒の実態

　男子７人　女子８人　計１５人

生徒達は非常におとなしく、真面目で集中力を切らすことなく授業を受けます。発言も積極的にし、板書をノートにしっかりとります。人数は少人数制ということもあり、先生と生徒との距離が近く、理想的な授業形態と言える。

４　指導計画

第2章・文字と式（全１８時間）

（1） 文字を使った式

　①　文字の使用　　　　　　　　　　　　　　　２時間　　　　　　　　　　　　　　　

②　文字を使った式の表し方　　　　　　　　　３時間（本時）

　　　　　　　　　　③　代入と式の値　　　　　　　　　　　　　　２時間

　　　　　　　　　　④　①～③の基本問題　　　　　　　　　　　　２時間

（2） 文字式の計算

　　　　　　　①　1次式の計算　　　　　　　　　　　　　　５時間

　　　　　　　　　　②　文字を使った公式　　　　　　　　　　　　３時間

　　　　　　　　　　③　章のまとめ　　　　　　　　　　　　　　　１時間

５　題材観

文字の学習は中学数学をやっていく上で十分な基礎となり、これからの方程式、関数の学習につながっていく極めて重要なものである。文字に対する抵抗感を和らげながら、理解してもらいたいところです。　

６　展開
	段階
	学習内容
	生徒の学習活動・予想される反応
	· 教師の動き

△　評価

	導入（１５分）
	確認

問３　

②ｘとｙの和の4倍

復習

①　ｘとｙの和の4倍

2 ｍとｎの差の6倍

板書

（誤答）

ｘ+ｙ×４＝ｘ+４ｙ　

ｍ-ｎ×６＝ｍ-６ｎ

ｘ+４ｙではｘとｙの4倍の和、ｍ-６ｎではｍとｎの6倍の差となる。
板書

a×１＝a
0.1×ｘ＝0.ｘ　　←　×
0.1×ｘ＝0.１ｘ　←　○

問４

1 ｘ×（－２）＋１

②　ｘ＋ｙ×１

③　ｂ－0.1×a

	確認の板書を写す。
問題を写す。

復習問題を解く。

前を向く。

指名された生徒は答える。

前回の問題で大半の生徒は出来ていたので、①、②をそれぞれ

４（ｘ+ｙ）、６（ｍ-ｎ）と答えると思われる。

しかし、中にはｘ+４ｙ、ｍ-６ｎと答える可能性もあるので、あらかじめスペースを作っておいて、誤答も示す。

黒板に注目してみる。

黒板に書き加えた板書を写す。
前に注目してみる。

板書で確認を行い、0.1×ｘは0.ｘではない理由を説明する。数字を省略できるのはa×１だけ。ということを強調する。

黒板の板書を写す。

問4の問題を解く。
	○　黒板に確認ということで問３の②の問題を書く。
· 思い出せない人もいると思われるので、確認しながら進めていく。
· 前回の復習を踏まえ、しっかり解くことが出来ているか。

· 出来たら前を向くよう指示し、指名して答えてもらう。また必要に応じて問題を作り、改めて指名することもある。

· 黒板に注目し理解しようという姿勢を見せているか。

· ①はｘとｙの和を先に計算し、その後に４を掛ける。②はｍとｎの差を先に計算してから６を掛けるということを強調する。
○　黒板に板書を続けて書く。

○　小数第1位以下の１は省略しないように注意するよう強調する。

△　注意して聞こうとしているか。板書をしっかりノートに写しているか。

○　問４を解くように指示する。　

	展開（３０分）
	復習

１辺が２ｃｍの立方体の体積を求めよ。

板書

累乗…同じ数や文字を何回か掛け合わせること

指数…ある数や文字の右上の片隅に書いた数字

例題４

①　a×a×a
②　ｘ×４×ｘ

③　ｘ×ｘ×ｘ×ｙ×ｙ

たしかめ４

1 ｘ×ｘ×３

②　ｘ×ｙ×ｙ

③　a×b×a×a×b
復習

以下の計算を分数で表せ。

1 ８÷５

②　５÷７


	復習問題をノートに写す。

出来たら前を向く。

指名された生徒は８
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と答える。

しっかり前を見て説明を聞く。

たしかめ４を解く。早めに終わった人は、先生が付け加えた問題を解いてみる。

それも出来た人は前を向く。

指名された生徒は答える。

復習問題をノートに写す。

既習事項なので、わりと楽に出来ると予想。

出来たら前を向く。

指名された生徒は答える。
	· 復習問題を板書する。

· 出来たら前を向くよう指示し、指名する。
· 出来ていない生徒のフォロー、板書での説明も必要に応じて行う。
· 累乗、指数という言葉について確認する。

· 復習問題の場合は２を３回掛けているので
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と書くことも出来るということを言っておく。

△　黒板に注目し、しっかり理解しようとしているか。

· 文字でも同じで、例題４の①ではaを３回掛けているので、a
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と書き、今までの流れ通りにaaaとは書かないということを強調する。②、③を続けて説明する。

· 説明が終了次第、たしかめ４を解いてみる。解き終わった人には必要に応じて問題を解いてもらう。机間巡視も行う。

· 指名して答えてもらう。

· 出来たかどうか確認（挙手で確認）。

· 手がしっかり挙がっているか。

· 復習問題を黒板に書く。

· 解き終わったら前を向くよう指示する。

△　既習事項をしっかり理解できていたか。

	
	板書

○÷△＝
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分母（下）に△がきて、分子（上）に○がくる。

例題５

①　a÷９

2 ３ｘ÷４

③　（ｘ＋３）÷２

④　ｘ÷（－２）

たしかめ５

①　ｘ÷７

②　５ｘ÷２

③　（a＋ｂ）÷６

④　２÷ｘ
	板書を写す。

板書を写し終わったら、前を見てしっかり聞く。

指示に従って、教科書を伏せる。

前を見て①～④を指名された生徒は答える。

たしかめ５の問題を解く。


	· 一緒に書いて行くよう指示する。写し終わったら、前を見るよう指示する。

· 板書する。また○÷△は計算すると、下に△、上に○がくるということを強調する。

· 集中して説明を聞こうとしているか。

· 教科書を伏せるよう指示する。

· 例題の①～④までを板書にしたがってやるということ（下に○、上には△が来るということ）を強調しながら、①～④を指名して答えてもらう。逆数は必要に応じて例も書く可能性がある。

○　③では項が２つあるので、このように項が2つ以上存在する場合は分母についている括弧をはずすということを注意として強調する。
· たしかめ５の問題を解くように指示する。また必要に応じて問題もいくつか付け加える。

· 机間巡視を行う。

○　終了次第、指示を出し、出来てる生徒に解いてもらう。

	
	問５

1 aℓのオレンジジュースを３人で等しく分けたとき、１人分は何ℓ？

距離＝速さ×時間

速さ＝距離÷時間

時間＝距離÷速さ

2 毎分７０ｍの速さでｘｍ進むには何分かかりますか。

3 a地から２０ｋｍの速さで進んだらｙ時間でｂ地についた。a地～ｂ地の距離を求めよ。

4 ｚｋｍの道のりを4時間掛けて進んだときの速さを求めよ。


	問5に進み、問５の①のみやる。
出来た人は前を向く。途中の人も前を向く。

指名された生徒は答える。
板書を見る。

②～④を解く。

出来たら前を向く。
	· 生徒に前を向くよう指示する。

· 答えの確認をする。指名する。まだやっていない生徒がいても、そこでしっかりフォローする。
· ②をやる前に、時間、距離の公式の確認を行う。

· 公式を覚えているか

△　公式を使って、速さ、時　　　　間、距離をしっかり求めることができるか。

· ③、④を新たに書き加える。

· ②～④を指名する。

· 出来たかどうか挙手確認する。

	まとめ（５分）
	授業最初に配ったプリントで計算練習を行う。


	プリントの問題を解く。
途中の人もやめて、集める。
	○　プリントを配る。
· 期間巡視する。

○　途中でも出してもらう
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